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座学を聞いている間にスタッフの方が、グラウンドに設置した簡易的なかまど

に羽釜を据えて火を付けられていました。

新米を楽しむ、船坂プチマルシェ

（編集委員 塩貝聖子）

座学が終わり、次は田圃の見学です。５００ｍ位離れた場所まで、両脇に茅葺

屋根のある道を歩きました。残念ながら小雨の中で、秋晴れの船坂を楽しんで貰

えませんでしたが、このイベントの為に、刈り取らずに置いてあった田圃は見事

な黄金色でした。

１０月１８日（土）、船坂里山学校にて「新米を祝う会」改め、「船坂プチマルシェ」が開催さ

れました。朝から、小雨が降ったり止んだりの、どちらかと言うとお出かけ日和ではないにも関わ

らず、周辺道路が渋滞し、時間を遅らせての開始となりました。

まずは、お米の育成についての座学がありました。実家がお米を作っている私も知らない内容が

沢山出てきて、とても勉強になりました。また、説明のスライドに映った田圃の写真の美しいこと。

田圃を大切に手入れされている事が伝わるものでした。

参加者の１歳のお子さんが、両方ともペロリと召し上がっていたのがとても印

象的でした。

来月の船坂マルシェが楽しみになるような味覚の秋を感じる一日でした。

西宮市にも協力頂いているイベントの為、主催の挨拶の後、市長からのメッセージの代読があり

ました。

戻ってくると羽釜のご飯は既に炊けていていい匂いが漂っていま

した。お楽しみの試食です。炊き立てのご飯と船坂で穫れたお米で

麹を立てて作られたお味噌を使ったお野菜たっぷりの豚汁、丁寧に

皮の剥かれたサツマイモの蔓の佃煮。

船坂老人クラブの皆さんがスタッフとして、参

加者の皆さんとお話しされながら、配膳等をお手

伝いされていました。



 

随分寒くなって来ましたが、６月の最初に種を蒔いた朝顔が夏の間は咲くことがなく、１０月中

頃から咲き始め、寒くなった今時分になって咲いています。気候のせいでしょうか？ 紅葉も１０

月末はまだまだですね。

令和七年十月二十六日（神道祭なので元号漢数字）に山王神社

秋祭りが行われました。

（船坂里山学校）

【ランチグループからのお知らせ 】

１１月１６日（日） 船坂そばランチ １１時３０分～１４時まで

限定４０食となっています。

毎月第３日曜日に営業しています。

雨と一緒に山王神社の秋祭り

船坂里山学校からのお知らせ

（編集長 中西 学）

秋祭りの雨は思った以上にしんどかったです。来年は秋晴れになりますように……。

昨年に続き新米の試食会を開催しました。船坂プチマルシェと題して行われました。参加してい

ただいた方のアンケートで楽しんでいただけた様子がうかがえました。

雨が止んだ１０時頃に巡行開始。順調に各隣保を巡回していましたが１０隣保出発時にはまたも雨。

２隣保・善照学園のお祓い時には再び強い雨脚で身体もずぶ濡れ状態。１隣保のお祓いが終わって巡

行が何とか終了。

毎年恒例の西宮市内小学３年生の西宮めぐりもあと少しとなりました。バスの出入りや児童数の

多い学校では２００人を超える人数で、近隣の皆様にはご迷惑をおかけしています。

天候はあいにく雨が降ったり止んだり。公会堂に向かった８時

頃は雨なし。神輿を組立てしてる間に雨が降り始め、神輿や太鼓

の雨除けで急遽ビニールをかぶせる等の対応に追われました。

神輿を神社に運んでからの約４０分は本降りで、役員さんたちは下田の神輿巡行をどうするか・神

社内の出店をどうするか等の調整でてんやわんや（結局、下田巡行は取り止め）。大小の神輿は雨除

けでビニールがかぶされた珍しい姿で鎮座していました。

巡行参加者は１４時の抽選会までの間、公民館でお食事。身体の冷えで抽選会は参加できませんで

したが、無事終了したことと思います。



 

（インタビュアー 中西 学）

今回は２０２４年から新聞ホームページの改修管理に協力いただいている

重松音野（しげまつおとや）さんのご登場。関西でよく言う”シュッ”とした

お兄ちゃん。インタビュー中もにじみでる好青年さでかなり眩かったです（笑）。

船坂住民数珠つなぎ 重松音野さん

重）消防官になりました。ここで得た経験はとても大きかったんですが、指導してくれた先輩方にとっ

ては逆の意味で大変な経験をさせてしまいました。今思えば自分が未熟だったんですが、「この職場で

は『なんで』とか『どうして』とか聞くな」つまり「背中を見て覚えろ（自分で調べて実践しろ）」の

意味すら理解できず、最初から最後までなじめずに大変なご迷惑をお掛けして退職しました。

―関西に来られたのなぜ？

重）名字が二つ並んでるみたいとよく言われますけど、やっぱり気になりますよね（苦笑）。名前を付

けるとき、「富士山の裾野に広がる五線譜」のイメージが浮かんだから、と聞きました。ちなみに祖父

がチェロ奏者、母はピアノの先生をしていました。

―ご出身はどちらですか？

―失礼ですが…お名前の由来をまずお聞きしていいですか（汗）？

―高校卒業後は？

重）知り合いを通じて、沖縄の恩納村で２年ほど飲食店のアルバイトを掛け持ちしていたんですが、時

間を見つけては映画や読書をする中で、ある作品との出会いから自分の先祖の調査をすることに決めま

した。それまでの挫折から、自分に足りないのは覚悟とか引くに引けない背景事情だと感じていたこと

もあります。調べがつき実家に戻った時には「まず社会に慣れる」ため、不動産業者に就職したところ

広告運用とＷeb制作担当に抜擢され、独学で学んで今に至ります。

重）神奈川県藤沢市生まれ川崎市育ち。（生まれた時は）Ｊリーグ発足後間もない頃で、小さいころか

らサッカーに打ち込んでいました。高校はサッカー強豪校に進むことも考えましたが、父から「選択肢

があった方がいい」という助言もあって、文武両道の県立川和高校に進学。結局サッカーは２０歳頃ま

で続けていました。ポジションはゴールキーパーです。

―今の重松さんからは想像もつかないですね（笑）。その後はどうされたんですか？

重）妻の実家が兵庫なのでこちらに移ってきました。２人目の子どもが生まれるタイミングで家のこと

に専念するため働き方を変え、現在は建築写真やＷeb制作、Ｗebコンサルティングの自営です。今は

まず家のことが第一で、仕事については自分のしたいことをしてるというよりは身近な人のために動い

ています。本当に自分がしたいことはその中から見つかるものだと考えていることもあって船坂新聞の

ホームページ改修も私のできる範囲でご協力しています。船坂の皆様、今後とも宜しくお願い致します。



 

卒業おめでとう♪

（古民家族）

（善照学園）

★船坂のサークル活動

【県民交流広場事業】加工品・ランチ・そば

【グランドゴルフ】水・金9:30

こんにちは、古民家族です！

秋の深まりを感じる１０月の活動では、季節にぴったりの活動

を行いました。まずは「床の間づくり」。みんなで知恵を出し合

い、木の温もりを感じる空間が少しずつ形になってきました。完

成まであと少しです！

編集者のつぶやき…

【ヨガ】月10：00 火19:30

１０月２６日に、山王神社の秋まつりに、善照学園の児童と職員

で参加させていただきました。当日あいにくの雨でしたが、無事お

祭りが開催されました。子どもたちは去年と同様にお神輿を担ぐこ

とができました。

船坂の地域を歩きながら、子どもたちの元気な声や笑顔が溢れ、

今年も山王神社にお参りすることができました。この様な行事に参

加させて頂くことで子どもたちの成長も感じる素敵な１日となりま

した。今年も参加させて頂きありがとうございました。

「やっぱり家で漬ける漬物が、美味しいよね～！！」

という事で、今年の冬は数年振りに家で樽で漬物を漬け

る事にしました。

さて、私が中尾家の漬物のいい塩加減をマスターする

のに、一体何年掛かるのだろうか・・・？(;^_^

学園ほっこり日記（お便り・発信・マンスリー vol.119）

メールアドレス：kominkazoku@gmail.com

次回も楽しい活動を予定しています。一緒に季節を感じながら、

古民家でのひとときを楽しみましょう！

（編集委員 中尾 尚美）

畑では来春の収穫を目指して、小麦を植えるための土づくりに

挑戦！ 鍬を握り、汗を流しながらしっかりと畑を耕しました。

作業の合間には、ほっくほくの焼き芋を囲んでひと休み。甘い香

りと笑い声が広がる、あたたかな時間となりました。

古民家族 活動中！vol.103

ホームページ改修も私のできる範囲でご協力しています。船坂の皆様、今後とも宜しくお願い致します。


